
回
数

試
験
日

場

所

種

類

第
４
回
９
月
２１
日

�

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

（
さ
い
た
ま
市
）
乙
種
４
類

丙

種

第
５
回
９
月
２９
日

�

文
教
大
学

（
越
谷
市
）

全

種

第
６
回
１１
月
２４
日

�

東
京
国
際
大
学

（
川
越
市
）

全

種

暮らしの情報ページ

お
知
ら
せ

●
平
成
１４
年
７
月
１
日
付
市
役
所

人
事（
課
長
職
以
上
を
掲
載
）

部
長
職
▼
市
民
部
参
与（
勤
労
者
福
祉
担

当
、�
狭
山
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
出
向
）…
岡
野
陽
三
▼
教
育
委
員

会
参
与（
公
民
館
事
業
担
当
）…
横
田
武
雄

参
事
職
▼
企
画
総
務
部
参
事（
行
財
政
改

革
推
進
担
当
）…
柿
沼
春
樹
▼
市
民
部
参

事（
生
涯
学
習
支
援
対
策
担
当
）…
増
�
長

次
▼
環
境
部
参
事（
環
境
政
策
課
長
兼
務
）

…
横
山
実
▼
環
境
部
参
事（
第
一
環
境
セ

ン
タ
ー
所
長
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
務
）…
水
村
靖
郎
▼
環
境
部
参
事（
緑

の
保
全
創
造
担
当
）…
関
根
常
行
▼
福
祉

部
参
事（
子
育
て
支
援
対
策
担
当
）…
吉
田

政
子
▼
福
祉
部
付
参
事（
さ
さ
え
あ
い
福

祉
公
社
派
遣
）…
芹
澤
和
行
▼
都
市
事
業

部
参
事（
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
）…
小
名

木
朝
光
▼
教
育
委
員
会
国
民
体
育
大
会
推

進
室
長
…
水
澤
洋
介

課
長
職
▽
企
画
総

務
部
▼
副
参
事（
事
務
管
理
担
当
）…
向
野

康
雄
▼
広
報
課
長
…
梅
村
貞
之
▼
部
付
副

参
事（
行
財
政
改
革
推
進
チ
ー
ム
準
備
担

当
）…
大
室
武
雄
▼
総
務
課
長
…
宮
岡
恒

夫
▼
契
約
管
財
課
長（
土
地
開
発
公
社
兼

務
）…
小
川
喜
一
▽
市
民
部
▼
副
参
事（
産

業
振
興
担
当
）…
岡
野
延
行
▼
市
民
活
動

支
援
課
長（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
務
）…
熊
田
吉
成
▼
部
付
副
参
事（
生

涯
学
習
支
援
対
策
チ
ー
ム
準
備
担
当
）…

内
河
道
夫
▼
国
際
文
化
課
長
…
石
川
幹
仁

▼
保
険
年
金
課
長
…
栗
原
武
司
▼
農
政
課

長
…
山
下
道
雄
▽
環
境
部
▼
部
付
副
参
事

（
緑
の
保
全
創
造
チ
ー
ム
準
備
担
当
、緑
地

保
全
対
策
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
兼
務
）…
須

田
幸
男
▼
生
活
環
境
課
長
…
諸
井
宏
▼
廃

棄
物
対
策
課
長
…
熊
谷
一
行
▼
副
参
事

（
生
ご
み
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
チ
ー
ム
・

リ
ー
ダ
ー
）…
梅
田
久
詞
▽
福
祉
部
▼
部

付
副
参
事（
子
育
て
支
援
対
策
チ
ー
ム
準

備
担
当
）…
橋
本
福
治
▼
高
齢
者
福
祉
課

長
…
奥
野
友
意
▼
健
康
推
進
課
長（
保
健

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）…
田
中
文
男
▼
介

護
保
険
課
長
…
粕
谷
文
勝
▽
建
設
部
▼
管

理
課
長
…
本
多
正
男
▽
都
市
事
業
部
▼
狭

山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長
…

井
上
春
彦
▼
入
曽
駅
周
辺
開
発
事
務
所
長

…
宮
野
実
▽
教
育
委
員
会
▼
副
参
事（
国

民
体
育
大
会
推
進
担
当
）…
宮
寺
文
司
▼

副
参
事（
学
務
幼
稚
園
担
当
）…
井
上
秀
隆

▼
副
参
事（
国
民
体
育
大
会
総
務
企
画
担

当
）…
矢
島
正
義
▼
博
物
館
長
…
舘
野
鉄

夫
▼
体
育
課
長（
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
館

長
兼
務
）…
竹
内
満
▼
第
一
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
…
加
藤
郁
夫
▽
選
挙
管
理
委

員
会
▼
事
務
局
長
…
相
馬
司
郎

�
職
員

課
へ
内
線
３
５
１
１

●
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、今

年
で
５７
年
め
を
迎
え
ま
す
。市
で
は
、平
和

都
市
宣
言
の
趣
旨
に
従
い
、原
爆
死
亡
者

の
霊
を
慰
め
、世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立

を
祈
り
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。時
間
は
、８

月
６
日
�
８
時
１５
分
か
ら
と
、８
月
９
日

�
１１
時
２
分
か
ら
で
、そ
れ
ぞ
れ
１
分
間

で
す
。ま
た
、８
月
１５
日
�
は
終
戦
記
念
日

で
す
。真
の
平
和
と
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
、正
午
か
ら
１
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
ま
す
。皆
さ
ん
も
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
１

●
ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
一
時
金
貸
付
制
度

対
象
市
内
在
住
で
、一
時
的
に
資
金（
災
害
、

結
婚
、出
産
、入
学
、就
職
、葬
祭
な
ど
使
途

が
健
全
な
も
の
）が
必
要
な
世
帯

貸
付

限
度
額
３０
万
円

年
利
１
・
７
％

償
還

期
間
３
年
以
内

�
市
民
相
談
室（
連
帯

保
証
人
が
必
要
、審
査
あ
り
）へ
内
線
１
１

４
１

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会

お
よ
び
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

＜

危
険
物
取
扱
者
試
験＞

費
用
▼
甲
種
…
５
千
円
▼
乙
種
…
３
千
４

０
０
円
▼
丙
種
…
２
千
７
０
０
円

受
付

期
間
▼
第
４
・
５
回
…
８
月
２２
日
�
〜
３０

日
�
▼
第
６
回
…
１０
月
２３
日
�
〜
１１
月
１

日
�

�
願
書（
予
防
課
、消
防
署
、分
署

に
用
意
）を
郵
送
か
直
接
、�
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
試
験
係（
〒
３

３
６
‐
０
０
０
７

さ
い
た
ま
市
浦
和
仲

町
２
‐
１３
‐
８

ほ
ま
れ
会
館
内
）へ

�
予
防
課
へ
	
９
５
３
‐
７
１
１
３

＜

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会＞

甲
種
／
講
習
日
９
月
４
・
５
日
�
・
�

場

所
さ
い
た
ま
市
大
宮
産
業
振
興
会
館

乙

種
第
４
類
／
講
習
日
８
月
２４・
２５
日
�・�
、

１１
月
３
・
４
日


・
�

場
所
川
越
福
祉
セ

ン
タ
ー

丙
種
／
講
習
日
９
月
８
日
�

場
所
川
口
市
サ
ッ
ポ
ロ・
ス
タ
ー
ホ
ー
ル

費
用
▼
甲
種
…
７
千
７
０
０
円
▼
乙
種
…

６
千
７
０
０
円
▼
丙
種
…
３
千
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
。防
火
安
全

協
会
会
員
は
１
千
円
引
き

受
付
期
間
▼

甲
種
…
８
月
５
日
�
〜
２８
日
�
▼
乙
種
…

８
月
１６
日
�
ま
で（
８
月
分
）、１０
月
１
日

�
〜
２５
日
�（
１１
月
分
）▼
丙
種
…
８
月
１９

日
�
〜
９
月
２
日
�

�
月
〜
金
曜
日
の

８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
に
申
し
込
み
書（
予

防
課
、消
防
署
、分
署
に
用
意
）を
予
防
課

（
先
着
順
）へ
	
９
５
３
‐
７
１
１
３

＜

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習＞

給
油
取
扱
所
／
講
習
日
９
月
２０
日
�

場

所
川
越
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
施
設

／
講
習
日
・
場
所
▼
１０
月
９
日
�
…
川
越

福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
１０
月
２２
日
�
…
狭
山
市

民
会
館

費
用
埼
玉
県
収
入
証
紙
４
千
７

０
０
円
分

受
付
期
間
▼
給
油
取
扱
所
…

８
月
１９
日
�
〜
２２
日
�
▼
そ
の
他
の
施
設

…
８
月
１９
日
�
〜
９
月
１２
日
�

�
月
〜

金
曜
日
の
８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
に
申
し

込
み
書（
予
防
課
に
用
意
）を
予
防
課（
先

着
順
）へ
	
９
５
３
‐
７
１
１
３

●
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

熱
中
症
は
、日
光
や
高
温
に
長
時
間
さ

ら
さ
れ
て
体
の
水
分
や
塩
分
が
失
わ
れ
、

体
温
が
異
常
に
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
発
症

－３
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し
ま
す
。次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、熱
中

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、高
齢
者
や

子
ど
も
は
症
状
に
気
が
つ
か
ず
、悪
化
し

や
す
い
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。少

し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、我
慢
せ

ず
に
す
ぐ
医
療
機
関
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
や
戸
外
で
の
労
働
な
ど
、汗

を
か
い
た
ら
水
分
を
補
給
す
る
▼
湿
度
が

高
く
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
と
き
は
特
に

注
意
す
る
▼
曇
っ
た
日
で
も
、エ
ン
ジ
ン

を
止
め
た
車
内
に
は
と
ど
ま
ら
な
い

�

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
�
９
５
９
‐
５
８
１
１

●
�老
老
人
医
療
費
支
給
制
度

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
６８
・
６９
歳

の
か
た
で
、本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
平
成

１４
年
度
の
市
民
税
課
税
標
準
額
が
４７
万
円

以
下
の
か
た（
昭
和
７
・
８
年
生
ま
れ
の
か

た
で
平
成
１３
年
中
か
ら
引
き
続
き
埼
玉
県

内
に
住
所
が
あ
る
場
合
は
２
０
６
万
円
以

下
）に
、保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
か
た
に
は
、誕
生
月
の
前
月
に
通
知

し
ま
す
。

�
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
５

●
�老
老
人
医
療
費
受
給
者
の
入
院

時
一
部
負
担
金
の
軽
減

次
の
か
た
は
、申
請
す
る
こ
と
で
同
じ

医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払
う
入
院
時
一

部
負
担
金
の
限
度
額
が
２
万
４
千
６
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

対
象
�老
老
人
医
療
費
受
給
者
で
、誕
生
月

の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
、主
た
る
生
計

維
持
者
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
か
た

�
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
５

●
精
神
保
健
相
談

精
神
的
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
て
、医
療
機
関
で
受
診
し
よ
う
か
迷
っ

て
い
る
か
た
の
相
談
に
答
え
ま
す
。

日
時
８
月
２３
日
�
、９
時
３０
分
〜
１２
時

対
象
精
神
神
経
科
で
受
診
し
た
こ
と
の
な

い
か
た

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

�
保
健

セ
ン
タ
ー（
申
し
込
み
が
必
要
）へ
�
９
５

９
‐
５
８
１
１

●
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

６
月
４
日
、狭
山
保
健
所
で「
平
成
１４
年

度
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
最
優
秀

母
子
に
菅
原
さ
ん（
新
狭
山
）、次
点
に
関

根
さ
ん（
北
入
曽
）が
選
ば
れ
、菅
原
さ
ん

は
県
大
会
で
県
知
事
表
彰
と
県
歯
科
医
師

会
長
表
彰
を
授
与
さ
れ
る
予
定
で
す
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、市
の
３
歳
児
健
康
診

査
歯
科
検
診
で「
よ
い
歯
で
賞
」を
も
ら
っ

た
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

り

こ

優
秀
賞
菅
原
智
子
さ
ん
・
梨
瑚
ち
ゃ
ん
、関

根
真
以
子
さ
ん
・
亜
以
香
ち
ゃ
ん
、中
村
綾

さ

な

子
さ
ん
・
紗
菜
ち
ゃ
ん
、渡
辺
敬
子
さ
ん
・

み
な
み

は
ば
の
り

こ

航
平
く
ん
、南
幅
宜
子
さ
ん・
沙
耶
ち
ゃ
ん
、

島
�
み
ゆ
き
さ
ん
・
有
佳
梨
ち
ゃ
ん

�

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
�
９
５
９
‐
５
８
１
１

●
正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
多
く
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。楽
し
い
夏
休
み
を

過
ご
す
た
め
に
も
、火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。小
さ
な
花
火
で

も
使
い
方
を
誤
る
と
、や
け
ど
を
し
た
り
、

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。次
の
こ

と
を
必
ず
守
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読

ん
で
、必
ず
守
る
②
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
の
は
や
め
る
③
吹
き

出
し
、打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
物
花
火
は
、途

中
で
火
が
消
え
て
も
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な

い
よ
う
に
し
、点
火
す
る
と
き
も
筒
先
に

顔
や
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
④
た
く

さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
る
の
は

や
め
る
⑤
正
し
い
位
置
に
、正
し
い
方
法

で
点
火
す
る
⑥
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
⑦
花
火
を
人

や
家
に
向
け
た
り
、燃
え
や
す
い
物
の
あ

る
場
所
で
す
る
の
は
や
め
る
⑧
風
の
強
い

と
き
は
、花
火
遊
び
は
や
め
る

�
予
防

課
へ
�
９
５
３
‐
７
１
１
３

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
８
月
１５
日
�
、９
時
３０
分
〜
１５
時
３０

分

※
１２
時
〜
１３
時
を
除
く

内
容
全
血

献
血
、成
分
献
血

場
所
市
役
所
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

�
健
康
推
進
課（
成
分

献
血
は
申
し
込
み
が
必
要
）へ
�
９
５
６

‐
８
０
５
０

●「
昭
和
の
記
録
」ビ
デ
オ
映
写
会

日
時
・
内
容
▽
８
月
▼
１０
日
�
…
昭
和
１６

〜
１７
年
・
太
平
洋
戦
争
勃
発
▼
１８
日
�
…

昭
和
１８
〜
１９
年
・
連
合
軍
総
反
攻

※
い

ず
れ
も
１０
時
と
１８
時
か
ら

場
所
サ
ン
パ

ー
ク
奥
富

�
サ
ン
パ
ー
ク
奥
富（
費
用

は
無
料
）へ
�
９
６
９
‐
３
８
０
９

●
辞
典
や
図
鑑
な
ど
図
書
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

６
月
２７
日
、柳
河
精
機
労
働
組
合
狭

山
支
部
か
ら
、組
合
結
成
３０
周
年
を
記

念
し
て
、辞
典
や
図
鑑
な
ど
図
書
資
料

８
冊（
１０
万
７
千
円
相
当
）が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
図
書
は
、中
央
図
書

館
４
階
の
郷
土
参
考
資
料
室
で
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

寄
贈
図
書「
英
和
・
和
英
産
業
技
術
用
語

辞
典
」、「
科
学
技
術
英
和
辞
典
」、「
建
築

学
用
語
辞
典
」、「
工
業
所
有
権
法
逐
条

解
説
」、「
自
動
車
技
術
史
の
辞
典
」、「
世

界
織
物
文
化
図
鑑
」、「
世
界
音
楽
文
化

図
鑑
」、「
地
質
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
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